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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　製薬材料の粒子（１２）を収容する蓋と本体（３、４）とを有するタイプの硬質ゼラチ
ンカプセル（Ｃ）を製造するためのカプセル充填機（１０）において、
　最初に前記カプセルの前記蓋（３）と前記本体（４）とを分離した後に組み合わせるこ
とにより前記カプセル（Ｃ）を開いて閉じるために前記カプセル（Ｃ）を保持及び取扱う
ための複数のスライドユニット（５）を取付ける回転カルーセル（２）と、一服分量の前
記粒子（１２）をそれぞれの前記カプセルの本体（４）内に充填するために前記粒子（１
２）を前記カルーセル（２）に供給するための手段（１１）とを備え、
　前記供給手段（１１）が前記粒子（１２）の密集体を収容する少なくとも一つのホッパ
（１３）と、前記ホッパ（１３）内の前記粒子（１２）の密集体に部分的に浸されるロー
ラ手段（１４）とを備え、該ローラ手段（１４）が、前記ホッパ（１３）から吸引により
取出される規定数の前記粒子（１２）を収容及び保持且つ次に前記粒子（１２）を前記カ
ルーセル（２）に取り付けた一続きの中空の導管（１６）内に解放するために、円弧（Ｗ
）に沿って真空源に接続される複数の吸引凹部（１５）を有し、
　中空の前記導管（１６）が、前記カルーセル（２）自体と一体となって回転するように
前記カルーセル（２）に取付けられたディスク状（１７）要素に均等に振り分けて配置さ
れ、
　中空の前記導管（１６）は、前記スライドユニット（５）とともに垂直軸線（Ｚ）まわ
りに回転移動でき、
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　前記カルーセル（２）は、垂直軸線（Ｚ）まわりに回転し、前記ローラ手段（１４）は
、前記カルーセル（２）の回転軸線に対して直角をなす水平軸線（Ｙ）まわりに回転する
、ことを特徴とするカプセル充填機。
【請求項２】
　前記導管（１６）が、前記ローラ手段（１４）から落下する前記粒子（１２）を集積し
且つ前記粒子（１２）を前記カプセル（Ｃ）の本体内に入れるために概略漏斗形状になっ
ており、前記ローラ手段（１４）の前記凹部（１５）から落下する前記粒子を集積するた
めに前記導管（１６）の底側端部を閉じるための往復動プレート手段（１８）が設けられ
ている請求項１に記載のカプセル充填機。
【請求項３】
　前記ローラ手段（１４）の前記凹部（１５）が、規定数の前記粒子（１２）で適切に満
たされていることを確認するための検出手段（２０）をさらに備えている請求項１または
請求項２に記載のカプセル充填機。
【請求項４】
　前記カプセル充填機が回転摺切手段（１９）をさらに備え、該回転摺切手段（１９）が
前記ローラ手段（１４）と連結されており、中空の前記凹部（１５）が正確に満たされ且
つ過剰な前記粒子（１２）を前記ホッパ（１３）の前記密集体内に戻すように設計されて
いる請求項１から請求項３の何れか一項に記載のカプセル充填機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、製薬材料を収容する硬質ゼラチンカプセルを製造するためのカプセル充填機
に関する。
【０００２】
　詳細には、本発明が有利に関連する蓋と本体を有するタイプの硬質ゼラチンカプセルに
充填される製薬材料は、マイクロタブレット、マイクロペレット、ペレット又は同様なも
ののような粒子状の形態である。
【背景技術】
【０００３】
　現在、カプセル充填機は、通常、断続的に回転する中央タレット又はカルーセル（回転
式の搬送機）を備えており、タレット又はカルーセルは、タレットの外周に位置し間欠駆
動手段を介してタレット自身によって駆動される複数の動作ユニットを備えている。
【０００４】
　タレット周りの各々の動作ユニットは、複数のワークステーションに搬送される一つ又
は二以上のカプセルを保持する取付スライドを備えており、これらワークステーションは
、公知の方法に従って処理サイクルにおいて様々なステップを実行する、すなわち、閉じ
たカプセルの供給と向き合せを行い、カプセル本体をカプセル蓋から分離することによっ
てそれぞれのカプセルを開いて、一定量の製薬材料をカプセル本体に充填し、その蓋でカ
プセル本体を閉じて、最後に、このように作られた完全に密閉したカプセルを排出する。
【０００５】
　規定サイクルに続いて、内側にピストンを（通常は空気圧によって駆動される）有した
中空の筒形状パンチを備える公知のタイプの投薬ユニットの各々が、筒形状のパンチをタ
レットに関連するタンクに収容された製薬材料内に下ろし、次に規定の一服分量の製薬材
料をタンク内に既に下ろされた筒形状パンチ内に引き入れるようにピストンを持ち上げる
ことによって製薬材料を取り出している。
【０００６】
　次に、筒形状パンチが、タンクから持ち上げられ、掻き取り(ｓｃｒａｐｉｎｇ)又はブ
ラシがけ(ｂｒｕｓｈｉｎｇ)によってパンチから過剰な材料を取り除いた後で、容量測定
された一服分量の製薬材料を筒形状パンチチャンバから押し出され、その押し出される間
にパンチチャンバと並んで位置するカプセル本体に押し込むようにピストンが下げられる
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【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　現在、このタイプの投薬ユニットが、粉体形態の製薬材料を正確に投薬するために良く
有利に使用されているが、カプセルがマイクロタブレット又はマイクロペレットのような
粒子材料で充填されなければならないとき、一服分量は均一に正確ではない。
【０００８】
　実際には、筒形状パンチ内のピストンは、マイクロタブレット、ペレット又は同様なも
のの場合には、いつも正確に、容量測定で小分けされた粉体形態の一定量の製薬材料を取
り出すことができるが、ピストンによって付与される力は、それぞれのカプセル本体に充
填されるべき規定量のマイクロタブレットを取り出す際には均一に有効でない。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　従って、本発明は、上述の欠点に打ち勝つカプセル充填機を提供することを目的として
いる。
【００１０】
　特に、本発明の目的は、高い一服分量精度を提供できる改良されたカプセル充填機を供
給することである。
【００１１】
　本発明の他の目的は、カプセル充填機を提案することであり、充填機が、上述の一服分
量の精度に加えて、これら充填機に要求される信頼性、生産性及び安全性のレベルを保証
するように持続できることであり、並びに現在のカプセルの充填機に標準的な同様に高い
動作速度、特に、高い生産性、連続動作のカプセル充填機を保証することが出来ることで
ある。
【００１２】
　本発明は、従って、製薬材料の粒子、特に、マイクロタブレット又はペレットを収容す
る蓋と本体とを有するタイプの硬質ゼラチンカプセルを製造するためのカプセル充填機で
あって、最初にカプセルの蓋と本体とを分離した後に組み合わせることによりカプセルを
開いて閉じるために、各カプセルを保持及び取扱うための複数のスライドユニットを取付
ける回転カルーセルと、一服分量の粒子をそれぞれのカプセル本体内に充填するために粒
子をカルーセルに供給するための手段とを備え、供給手段が、これら製薬材料粒子の密集
体を収容する少なくとも一つのホッパと、ホッパで密集体の粒子に部分的に浸されるロー
ラ手段とを備え、該ローラ手段が、ホッパから取出す規定数の粒子を収容及び保持し且つ
次に粒子をカルーセルに取り付けられた一続きの中空導管内に解放するための複数の吸引
凹部を有していることを特徴とするカプセル充填機を提供する。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１３】
　本発明の特徴及び利点は、添付図面において単に例証として説明され、本発明のより好
ましい制限されない実施形態において以下の詳細な説明からより明白となろう。
【００１４】
　図１を参照すると、参照符号１０によって全体が示される本発明によるカプセル充填機
が、それぞれ参照符号３と参照符号４とで標識される蓋と本体とを有しており且つ規定量
の製薬材料の粒子１２、特に製薬マイクロタブレット、ペレット又は同様なもののを有し
たタイプの通例のカプセルＣの充填に用いられている。
【００１５】
　カプセル充填機１０は、矢印Ｌによって指示される方向に垂直軸線Ｚ周りに断続的に回
転し且つ水平方向にカプセルＣの本体４を保持及び移動するための複数のスライドユニッ
ト５を取り付けるアーム（腕）２ａ、２ｂ、（図２）を半径方向に搭載したカルーセル２
を備えている。
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【００１６】
　図２により十分に図解されているように、充填機１０は、ホッパー１３の内側に密集体
状態で集積された製薬材料のマイクロタブレット１２を供給するための少なくとも一つの
ユニット１１も備えている。
【００１７】
　図１に破線の様式で一区画として単に示されているユニット１１もまた、ホッパー１３
に加えて、軸線Ｚを横断する水平軸線Ｙ周りに（図２における反時計周りの方向Ｋに）回
転するピックアップローラ１４を備えており、このローラ１４が、ホッパー１３内のマイ
クロタブレット１２の密集体の中に部分的に浸され、且つ筒状体側面上に各グループに均
等に振り分けて配置されるマイクロタブレット１２を収容するための配列Ｇを形成する中
空の凹部１５を有している。
【００１８】
　中空の凹部１５は、円弧Ｗに沿って、真空源（通例のタイプであり示されていない）に
接続されており、ホッパー１３から吸引によって取出される規定数のマイクロタブレット
１２を収容及び保持し、その後、並べて作られてカルーセル２に取付けられたディスク状
要素１７上に均等に振り分けて配置され、従って軸線Ｚ周りのＬの方向にディスク状要素
１７とともに一体になって断続的に回転する一続きの漏斗状の中空導管１６にマイクロタ
ブレットを放出する。
【００１９】
　漏斗状の導管１６の各々は、ローラ１４の一又は二以上の凹部１５から落下する一又は
二以上のマイクロタブレット１２を受容するように設計されており、導管１６の底側端部
が、アーム２ｂ上に取り付けられた往復動するプレート手段１８によって一時的に閉鎖さ
れ、次に、マイクロタブレット１２が開いた導管１６からその下のそれぞれのカプセル本
体４内に落下することを可能にするように（図２の円形コンベヤ２の左側部を確認された
い）カルーセル２の断続的な回転の間に開放される。
【００２０】
　ローラ１４には、回転摺切手段１９が、結合されている。回転摺切手段１９は、ローラ
１４と同じ方向に回転し、中空の凹部１５が均一に充填され且つローラ１４から過剰なマ
イクロタブレット１２を掻き落して、密集体内に戻すように設計されている。ユニット１
１は、また、凹部１５の配列Ｇがディスク状要素１７上の漏斗状導管１６を介してスライ
ドユニット５上のカプセル本体４に充填されるべき正確な規定数のマイクロタブレット１
２で満たされていることを確認するように設計されたディスプレイと検出センサ手段２０
とを備えている。
【００２１】
　好ましくは、センサ手段２０が、マイクロタブレット１２で正確に充填されないような
各カプセルＣを拒絶するためのユニットを起動するための手段に接続可能な（示されない
が公知の方法である）カメラ２０を備えている。
【００２２】
　使用の際には、円形コンベヤ２は、図１及び図２に示されたサイクルに従って空のカプ
セルＣを収容する頂部のホッパー（示されないが公知のタイプである）からカプセルＣを
取り出す。カプセルＣは、次に、カプセルＣの各々が、蓋３を本体４から分離することに
よって開かれる一連の段階を通過する間、カプセルＣを保持するスライドユニット５に一
つずつ収容され、本体４は、上述の供給ユニット１１によって規定量のマイクロタブレッ
ト１２を充填され、その蓋３によって閉じられ、最後に仕上がったカプセルＣが、送出領
域Ｓ（図１）でカプセル充填機１０から排出される。
【００２３】
　従って、上述のようなカプセル充填機は、カプセルに充填されるべき正確な数のマイク
ロタブレットを小分け分包することを可能とする単純な供給ノズル構造により、上述の目
的を達成する。
【００２４】
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　明らかに、ぞれぞれのカプセルＣに充填されるマイクロタブレットの一服分量は、ロー
ラ１４の凹部１５の数を単に変えることによって変更することが出来る。
【００２５】
　凹部１５と漏斗状導管１６の大きさもまた明らかに変更でき、また、供給ユニット１１
のピックアップローラ１４の側面に列で配置された凹部１５によって形成された空洞の外
形も変更され得る。
【００２６】
　従って、添付された請求項に記載されたような問題解決手段の範囲から逸脱すること無
しに、本発明が、実用化の目的ために様々な方法で変更され且つ適応できることが理解さ
れるだろう。
【図面の簡単な説明】
【００２７】
【図１】本発明による断続動作のカプセル充填機の動作サイクルの概略図である。
【図２】部分的に断面で表され、明瞭にするために特定部分を切り取られた、図１のカプ
セル充填機の一部分の概略正面図である。

【図１】 【図２】
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